
 

 

「ぐんぐん にこにこ きらきら輝く上小の子」教職員も保護者も地域も 

校長 竹下 護  

桜の木の花びらが地面を淡いピンクで彩り、若葉の緑が青空に映える季節になりました。本日、

新入生６２名を迎え、全校児童３６７名で令和４年度の教育活動をスタートさせました。保護者の

皆様におかれましては、お子様のご入学・ご進級おめでとうございます。 

今年度より、菅沼伸一前校長の後を引き継ぐことになりました、竹下 護（たけした まもる）と申しま

す。大きな希望と使命感を抱きながら、戸塚区深谷小学校より着任いたしました。よろしくお願い

いたします。 

 学校教育目標 「ぐんぐん にこにこ きらきら輝く上小の子」  

の実現を目指し、保護者や地域の皆様のご支援、ご協力をいただきながら、全教職員がそれぞれの

よさを発揮し、よりよい教育活動をつくりだして参ります。 

 さて、令和２年度に全面実施となった小学校学習指導要領の前文には、次の記載があります。 

一人ひとりの児童が、自分のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者 

を価値のある存在として尊重し、多様な人々と協働しながら様々な社会的変化 

を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手となることがで 

きるようにすること 

昨今の感染症等の不安な状況を打開する「生きる力」を育成していくことを示した文言です。この

学習指導要領の趣旨を踏まえ、教育活動の運営・改善に不断に取り組み、子どもたちだけではなく、

教職員も、保護者も、地域も「ぐんぐん にこにこ きらきら輝く」学校づくりを目指します。 

４月は新しい学年になり、期待と不安が入り混じる時期です。昨日は新６年生が新年度準備のた

め登校しました。目を輝かせて仕事に取り組む姿から、最高学年としての自覚や意気込みを感じま

した。上小のリーダーとしての活躍が楽しみです。私たち教職員も、子どもたちから心地よい刺激

を受け、新たな１年間への様々な思いが膨らみ、期待で胸が踊っています。 

一方、新しい環境に不安を感じている子どもたちもいるのではないでしょうか。担任をはじめと

する教職員との信頼関係を築き、安心して楽しく学校に通えるように、全教職員でしっかりと受け

止め、支えます。そして、上小全体が子どもたちの輝く姿であふれるようにしていきます。 

「中期学校経営方針」が昨年度で最終年を迎え、今年度より新しいものへ見直します。これまで

の３年間の成果と課題を踏まえ、今まで培ってきた上小のよさを継続していくとともに、さらに改

善・発展させていきます。 

皆様におかれましては、これまでと変わらぬ温かなご理解、ご協力をいただきますよう、よろし

くお願い申し上げます。 
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